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本郷先生の千葉菌類談話会講座の資料から 

 

本郷により発表されたきのこ類の新群の学名について（1） 
 
 
 
「本郷により発表されたきのこ類の新群一覧」（1975，1989）には、わたしが 1951 年から

1988年までに発表したきのこ類の新種、新変種、新品種など計215の学名が紹介されている。

これらの学名を発表するにあたっては、当該きのこの色彩、形態、臭い、味、発生環境、採

集者、その他さまざまの関係事項の中から最適と思われる言葉を選んで命名したつもりであ

る。しかし今から思うと、いたって無味乾燥な、あるいはぎこちない学名がいくつもみられ、

恥じ入っているしだいである。 

次に、わたしの命名したいくつかの学名について、それらの由来を簡単に紹介する。 

 
 
１ 色彩に由来するもの 
Amanita fuliginea クロタマゴテンダタケ 

A.rufoferruginea カバイロコナテングタケ 

Tricholoma fulvocastaneum ニセマツタケ 

Boletus subfuscus ススケアワタケ 

Tylopilus castaneiceps ヌメリニガイグチ 

 
２ 子実体の外観に由来するもの 
Agrocybe media オオハタケキノコ 

Marasmius maximus オオホウライタケ 

Lactarius gracilis アシボソチチタケ 

Cortinarius tenuipes クリフウセンタケ 

Cortinarius galeroides トガリニセフウセン

タケ 

Hygrocybe subacuta トガリダイダイタケ 

Tricholomopsis elata（ニューギニア産） 

Tylopilus rigens オクヤマニガイグチ 

 
３ 表面の鱗片、しわ、綱目模様などに由来するも

の 
Cortinarius nigrosquamosus オニフウセンタケ 

Lepiota atrosquamulosa ナカグロキツネノカ

ラカサ 

Marasmius purpureostriatus スジオチバタケ 

Heimiella rubropuncta（ニューギニア産）

Russula eburneoareolata ツギハギハツ 

Tylopilus rugulosoreticu1atus コニガイグチ 

 
４ 変色性に由来するもの 
Amanita lutescens イロガワリヘビキノコ 

Lepiota alborubescens イロガワリシロカラカ

サタケ 

Russula metachroa イロガワリシロハツ 

Xerocomus nigromaculatus クロアザアワタケ 

 
５ 味に由来するもの 
Armillariella fellea（ニューギニア産） 

 
６ 類似種や近縁種に由来するもの 
Amanita pseudoporphyria コテングタケモドキ 

Collybia neofusipes アカチャツエタケ 

Cortinarius subdelibutus マルミノアブラシ

メジ 

Lepiota subcitrophy11a キヒダカラカサタケ 

 
７ 国名、府県名、地域名、その他の地名に由来す
るもの 
Boletus odaiensis オオダイアシベニイグチ 
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Cortinarius watamukiensis ワタムキツバフウ

センタケ 

Lyophyllum musashiense バライロシメジ 

Rhodophyllus kansaiensis キヒダイッポンシ

メジ 

Russula japonica シロハツモドキ 

Rhdophyllus kujuensis ナスコンイッポンシメ

ジ 

 
８ 発生環境などに由来するもの 
Amanita castanopsidis コシロオニタケ 

Boletus quercinus ナガエノウラベニイグチ 

Hygrophorus stagninus ヌマキヤマタケ 

Inocybe ammophila スナジアセタケ 
 
９ 顕微鏡的特徴に由来するもの 
Inocybe macrosperma オオミアセタケ 

Panaeolus rhombisperma ヒシノミシバフタケ 

Rhdophyllus bisporus フタツミウラベニタケ 

Leucocoprinus subglobisporus マルミノヒガ

サタケ 

Lyophy11um sykosporum 力クミノシメジ 

Porphyrellus fusisporus ヤシャイグチ 

 
10 人名に由来するもの 

Coprinus aokii ビロードヒトヨタケ 

C.kimurae マルミノヒトヨタケ 

Inocybe kobayasii コバヤシアセタケ 

Hygrophorus imazekii コベニヤマタケ 

Amanita hamadae ヨソオイツルタケ 

 
 
 
Hongo，T．1975．New taxa of the Agaricales 
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Hongo，T．1989．New taxa of the Agaricales 
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------------------------------------------ 

※1998年10月4日に、千葉県立中央博物館で開催され

た、菌学講座１「ハラタケ目の分類」テキストに添付さ

れた資料。 

 


